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生涯学習推進懇話会資料（抜粋）
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富山大学地域連携推進機構生涯学習部門平成 25年度事業 
  ① 公開講座 幅広い年代の一般市民を対象に、多様なテーマと形態で数多くの講座を開催している。本学の教育・研究の成果を広く社会に開放するとともに、体系性のある独自のカリキュラムを開発・提供することにより、地域社会の教育文化の向上に資することを目的としている。  ② オープン・クラス(公開授業)   各学部及び教養教育が開設している授業を一般市民にも公開し、生涯学習に対する社会的要請に応えるとともに、生涯学習の機会を広く地域住民に提供し、本学と地域社会との連携を深めている。  ③ 高大連携   覚書に基づき、富山県立小杉高等学校の生徒を本学の正規授業へ受入れている。修了した生徒には高等学校から単位が認定されるなど地域の教育機関との連携を深めている。  ④ サテライト公開講座   一般市民を対象に富山駅前 CiC にて、８学部の教員がそれぞれ講師を担当し、年８回の無料講座を開催している。  ⑤ まちなかセミナー 北陸にある国立大学４校が連携して行う。自大学の教員をコーディネーターとし、他大学の教員を講師に迎え、一般市民を対象としてセミナーを開催している。  ⑥ おとなの学びをワークショップで語ろう！～新しい公開講座を考える～   市民のニーズに応える新たな公開講座を企画することを目的として、富山県内の日ごろ生涯学習に取り組む市民を中心とした市民一般を対象に、市民参加型ワークショップを開催した。開催にあたり、富山県民生涯学習カレッジ、富山市市民学習センターからの支援を受けた。ワークショップの結果は、富山大学において次年度以降の公開講座に反映する。  ⑦その他 ・ 講師紹介・生涯学習相談   学外からの講演会・研修会等のための講師派遣依頼に応じて、本学教員の紹介をおこなっている。講師の選定とともに、企画段階でも学習（研修）プログラム作成に協力している。  ・地域との連携  富山大学と地域との連携を一層進めるため、各自治体を訪問しヒアリングを実施した。今後は、地域課題について相互理解を深め、協働して事業を企画・実施していく。  
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平成26年2月28日現在
開設年度 講座数 開設時間数 募集人員 延受講者数 修了者数
講座 時間 人 人 人平成元年 5 109 275 91 52
2 3 53 115 97 71
3 3 55 125 125 75
4 5 95 165 160 92
5 7 110 180 152 122
6 12 173 360 256 165
7 12 211 320 278 228
8 9 121 270 287 220
9 13 176.5 430 302 260
10 13 168.5 355 284 255
11 13 178 360 308 261
12 16 192 472 353 324
13 38 443.5 1,013 575 528
14 43 526.5 1,045 542 497
15 44 528.5 808 708 660
16 36 418 645 571 526
17 43 574.5 776 518 476
18 68 1,063 1,177 878 814
19 68 987 1,198 774 726
20 78 1,151.5 1,474 999 856
21 80 1,297 1,226 934 826
22 74 1,204.5 1,290 847 741
23 81 1,306 1,344 885 777
24 86（3） 1,425.5（37.5） 1,434（58） 1,003 895
25 74（3） 1,356（27） 1,112（36） 691 576
（ ）内は、中止講座の講座数、時間数、募集人員数
富山大学公開講座実施状況一覧
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男 女 計
1 音楽療法を暮らしに生かすために（１）－感情心理学の視点から 黒川　光流 4/13～7/6 市民一般 14 30 2 22 24 19
2 『徒然草』を読みながら、変体仮名に親しもう 樋野　幸男 4/19～7/26 市民一般で、変体仮名を習得したい方。 10 10 1 7 8 6
3 とやま学－近世富山の史料を読む（前期） 深井　甚三 4/8～7/22 市民一般 13.5 13 10 3 13 10
4 バリアフリーを見つめ直す 西館　有沙 4/14～4/21 市民一般 4.5 40 2 1 3 3
5 身近に広がる美術の世界 隅　敦 4/16～6/25 市民一般 15 16 2 2 4 4
6 発達障害児・者を地域で支える～発達に沿った支援のあり方～ 西村　優紀美 6/15～6/22 市民一般 10 15 3 6 9 9
7 アンニョンハセヨ　韓国いろいろ語ろう【前期】 仲嶺　政光 5/10～9/20 市民一般 10 10 2 11 13 11
8 保健師・訪問看護師のためのケーススタディ～あなたの看護実践を“ことば”にしよう！～ 田村　須賀子 9/7～12/14 保健師、訪問看護師 9 5 0 0 0 0 中止
9 音楽療法を暮らしに生かすために（２）－行動理論の視点から 黒川　光流 10/5～12/21 市民一般 14 30 2 7 9 9
10 テオフィル・ゴーティエの小説をフランス語で読む 中島　淑恵 10/17～12/19 初級以上のフランス語読解力をお持ちの一般市民の方 15 10 4 4 8 8
11 とやま学－近世富山の史料を読む（後期） 深井　甚三 10/7～H26/1/27 市民一般 13.5 13 6 3 9 7
12 小学校における児童の発達段階を踏まえた絵画指導のあり方～子どもの絵の見方やその指導と評価について～ 隅　敦 11/7～12/12 小学校で図画工作科指導に携わっている先生方で，特に絵画指導についての悩みを抱いておられる方 10 16 0 2 2 2
13 MBA経営管理実践講座 上東　正和 10/16～12/18 社会人経験５年以上の企業にお勤めの方で、ある程度自社の経営について公開して討論できる方 30 10 0 3 3 2
14 地方自治体の財政-経済学で読み解く実態とその課題- 中村　和之 10/8～11/26 市民一般 12 16 5 0 5 5
15 磁性と超伝導 石川　義和 10/26～11/16 市民一般 6 16 0 0 0 0 中止
16 アンニョンハセヨ　韓国いろいろ語ろう【後期】 仲嶺　政光 10/4～H26/2/7 市民一般 10 10 2 8 10 9
196.5 260 41 79 120 104
男 女 計
17 ロシア語（初級・中級） 中澤　敦夫 4/18～6/27 市民一般 15 10 2 3 5 5
18 初級中国語・前期 藤田　公仁子 4/22～8/5 市民一般 26 16 3 1 4 4
19 レベルアップしよう！特別英語コンバセーションカフェ　＃４　～「食」について～（日中クラス） 仲嶺　政光 4/4～8/1
中級レベル以上の市民一般。（英語の新聞、雑誌、TVのニュース、インターネット等から積極的に情報を取り入れ、活発に意見交換の学習が可能な方が対象です。） 13.5 10 2 9 11 9
20 中国語講座（会話中心の中級クラス）（前期） 仲嶺　政光 4/13～8/24 市民一般 26 15 10 3 13 9
21 初級中国語会話（前期） 仲嶺　政光 4/17～7/31 市民一般 30 16 6 5 11 10
22 入門フランス語フランス文化１ 仲嶺　政光 5/1～7/24 はじめてフランス語を学習される方。フランス文化に関心のある方。 18 20 3 14 17 15
23 アンニョンハセヨ　韓国語入門１ 仲嶺　政光 5/11～10/5 市民一般 30 10 3 13 16 14
24 アンニョンハセヨ　韓国語初級１ 仲嶺　政光 5/13～10/7 市民一般 30 10 2 15 17 12
25 アンニョンハセヨ　韓国語中級１ 仲嶺　政光 5/7～9/24 市民一般 30 10 2 9 11 11
26 アンニョンハセヨ　韓国語中級ステップアップ１ 仲嶺　政光 5/8～10/2 市民一般 30 10 2 6 8 8
27 中級フランス語５（「イニシアル」クラス） 仲嶺　政光 5/11～7/20 前年度中級フランス語４を終了された方。または初級程度のフランス語を学習された方。 22 20 3 11 14 12
28 中級フランス語３（「コンヴェルサシヨン」クラス） 仲嶺　政光 5/11～7/20 前年度中級フランス語２を終了された方。または初級程度のフランス語を学習された方。 22 20 3 7 10 7
29 初級フランス語３ 仲嶺　政光 5/11～7/20 前年度初級フランス語２を修了された方。また一度フランス語を学習したものの中断されている方 22 20 2 15 17 16
30 英語ディスカッションを通じたコンバセーションカフェ　＃４　（午後クラス） 仲嶺　政光 8/21～9/5 中級レベル以上の市民一般、（英語の新聞、雑誌、TVのニュース、インターネット等から積極的に情報を取り入れ、活発に意見交換の学習が可能な方が対象です。） 9 8 2 4 6 631 たのしくできる中国語入門　Ⅰ 山田　眞一 4/18～7/25 高校生、大学生、一般市民 22.5 10 3 3 6 5
32 たのしくできる中国語入門　Ⅱ 山田　眞一 9/19～12/26 高校生、大学生、一般市民 22.5 10 2 3 5 5
33 初級中国語・後期 藤田　公仁子 10/7～H26/2/3 市民一般 26 16 4 2 6 6
34 入門フランス語フランス文化２ 仲嶺　政光 10/2～12/18 前期入門フランス語フランス文化１を修了された方。はじめてフランス語を学習される方。フランス文化に関心のある方。 18 20 2 12 14 13
35 初級中国語会話・後期 仲嶺　政光 10/9～H26/1/29 市民一般 30 16 6 5 11 10
36 中級フランス語６（「イニシアル」クラス） 仲嶺　政光 9/28～1/25 前期中級フランス語５を終了された方。または初級程度のフランス語を学習された方。 22 20 4 8 12 12
37 中級フランス語４（「コンヴェルサシヨン」クラス） 仲嶺　政光 9/28～1/25 前期中級フランス語３を終了された方。または初級程度のフランス語を学習された方。 22 20 2 9 11 8
38 初級フランス語４ 仲嶺　政光 9/28～1/25 前期初級フランス語３を修了された方。また一度フランス語を学習したものの中断されている方。 22 20 2 13 15 12
39 中国語講座（会話中心の中級クラス）後期 仲嶺　政光 10/5～H26/2/8 市民一般 26 15 6 5 11 9
40 アンニョンハセヨ　韓国語入門２ 仲嶺　政光 10/19～H26/3/8 市民一般 30 10 3 11 14 実施中
41 アンニョンハセヨ　韓国語初級２ 仲嶺　政光 10/21～H26/3/10 市民一般 30 10 2 11 13 実施中
42 アンニョンハセヨ　韓国語中級２ 仲嶺　政光 10/8～H26/3/4 市民一般 30 10 2 10 12 実施中
43 アンニョンハセヨ　韓国語中級ステップアップ２ 仲嶺　政光 10/9～H26/3/5 市民一般 30 10 2 7 9 実施中
654.5 382 85 214 299 218
語学
計１６講座（教養講座）
ＮＯ 受講対象者 開設時間 募集定員ジャンル 講座名
計２７講座（語学講座）
平成２５年度公開講座一覧
平成２６年２月２８日現在
ＮＯ ジャンル 講座名 実施責任者 開設期間 受講対象者 開設時間 募集定員
◆教養講座 受講者数 修了者数 備考
教養
実施責任者 開設期間
◆語学講座 受講者数 修了者数 備考
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男 女 計
44 家庭菜園入門 高橋　満彦 4/4～10/24 家庭菜園初心者 25 14 9 6 15 15
45 Let’s enjoy！ オトナ☆ライフ（4）～知的障害のある大人たちの「やってみたい」をカタチに～ 水内　豊和 4/19～8/23
富山県在住の知的障害者（２０歳以上）で以下のすべての条件を満たす者・療育手帳の所持者・自分自身で公共交通機関などを利用して富山大学まで来ることが可能な者・携帯電話を所持し、自分で操作して家族に電話をかけることができる者・家族もこの活動に賛同するとともに、受講者の個人調書（申し込み完了後に配布）へ記入ならびに講義に関する無記名のアンケートなどに回答することを了承していること・本人以外の付き添い者の講義への参加は認めません
12 10 4 2 6 6
46 平成25年度ムーブメント遊びを通して学ぶソーシャルスキル教室 阿部　美穂子 6/16～12/8 年長～小学校２年生までの子どもと保護者 12 12 2 10 12 12
47 平成25年度ジョイジョイクラブで遊ぼう、話そう。障害のあるお子さんのきょうだいの育ちをサポートする家族セミナー 阿部　美穂子 6/30～9/29 障害のあるお子さん（年齢不問）と、そのきょうだい（小・中学生のみ）と保護者 12 15 0 0 0 0 中止
48 ゴルフ（初級者）コース 佐伯　聡史 8/8～8/23 市民一般 15 20 9 2 11 10
49 山歩きの楽しみ 唐原　一郎 8/1～8/3 市民一般（但し、岩場や雪渓のある８〜９時間の行程なので、体力に自信のある方） 15 15 4 5 9 9
50 はじめてのワープロ＆表計算ソフト－Windows7でWord&Excel2010を利用してみよう－（前期） 上木　佐季子 5/13～6/11 これからワープロ・表計算ソフトを使ってみたいと思っている方 15 12 5 2 7 5
51 聴き手を惹きつける驚異のプレゼンテーション技法 高井　正三 5/20～5/30 実務でプレゼンを必要とされている専門職の方や教員の方 16 14 4 1 5 5
52 HTML5とJavaScriptによる楽しいプログラミング 高井　正三 7/8～7/23 実務でコンテンツ作成技術を必要とされている専門職の方や教員の方 16 10 0 2 2 2
53 入門ピラティス　＃4　（日中クラス） 仲嶺　政光 4/11～7/25 健康に関心と興味を持っている市民一般 14 6 0 6 6 6
54 ドイツ歌曲を歌おう！（その１） 仲嶺　政光 4/27～8/3 市民一般 16 30 5 20 25 20
55 入門ピラティス　＃４　（夜のクラス） 仲嶺　政光 8/21～9/5 健康に関心と興味を持っている市民一般 14 6 0 5 5 5
56 最新の心肺蘇生法を学ぼう 奥寺　敬 5/18,7/20 心肺蘇生に関心のある市民一般 6 60 2 1 3 3 7/20中止
57 幹細胞と生活習慣病 二階堂　敏雄 9/28 再生医学に興味のある市民一般、看護学生、高校生、中学生 4 20 12 21 33 33
58 楽しい薬用植物の育て方・殖やし方　中級編 黒崎　文也 4/20～11/30 植物の栽培に興味のある方 13 12 4 8 12 12
59 塑造人体ヌード制作 後藤　敏伸 4/17～7/31 市民一般 30 8 6 4 10 10
60 精密鋳造技法で作る小物 清水　克朗 8/4～9/8 高校生以上 28 7 4 5 9 9
61 漆と親しむー　螺鈿（らでん）で加飾する菓子皿 小川　太郎 4/16～6/11 市民一般 30 15 3 11 14 14
62 高齢者のための屋外家具の設計・制作 堀江　秀夫 6/6～6/27 60歳以上の高齢者 14 5 3 1 4 4
63 POV-RayによるCG入門　～初めてのコンピュータモデリング～ 辻合　秀一 4/16～4/30 コンピュータグラフィックスに興味のある人 6 5 1 3 4 4
64 ヨーロッパ食文化を体験する 徳橋　曜 10/10～11/14 市民一般 12.5 16 1 6 7 7
65 Let’s enjoy！ オトナ☆ライフ（5）～知的障害のある大人たちの「やってみたい」をカタチに～ 水内　豊和 11/1～H26/3/14
富山県在住の知的障害者（２０歳以上）で以下のすべての条件を満たす者・療育手帳の所持者・自分自身で公共交通機関などを利用して富山大学まで来ることが可能な者・携帯電話を所持し、自分で操作して家族に電話をかけることができる者・家族もこの活動に賛同するとともに、受講者の個人調書（申し込み完了後に配布）へ記入ならびに講義に関する無記名のアンケートなどに回答することを了承していること・本人以外の付き添い者の講義への参加は認めません
12 10 5 2 7 実施中
66 iPadで広がるあなたのITライフ 上山　輝 11/15～12/7 市民一般（パソコン初級者） 11.5 15 2 3 5 5
67 正月用寄植盆栽作り 高橋　満彦 12/3 盆栽初心者 3 8 2 2 4 4
68 親子スキー教室 佐伯　聡史 H26/1/25～1/26 「親子」ただし、子どものスキーレベルが未経験者から初心者 14 20 2 3 5 5
69 eBook（電子書籍）の作り方・出版の仕方 高井　正三 10/8～10/18 実務で電子書籍作成技術を必要とされている専門職の方や教員の方 16 6 0 2 2 2
70 はじめてのワープロ＆表計算ソフト－Windows7でWord&Excel2010を利用してみよう－（後期） 上木　佐季子 10/15～11/13 これからワープロ・表計算ソフトを使ってみたいと思っている方 15 12 0 3 3 3
71 ドイツ歌曲を歌おう！（その２） 仲嶺　政光 10/5～H26/2/1 市民一般 16 30 4 13 17 16
72 日本の文化-和菓子の魅力を探る 藤田　公仁子 11/10～12/8 市民一般 14 30 0 5 5 5
73 テンペラ画 安達 博文 10/3～12/16 一般社会人 60 15 3 12 15 13
74 テラコッタ頭像制作 後藤　敏伸 10/3～11/28 市民一般 18 12 6 4 10 10
505 470 102 170 272 254
男 女 計７４講座 1,356 1,112 228 463 691 576
募集定員計画書No.
総　計
体験
実施責任者 開設期間 受講対象者 開設時間ジャンル 講座名
計３１講座（体験講座）
講座数 備考受講者数 修了者数開設時間 募集定員
受講者数 修了者数 備考
◆体験講座
－ 86 －
－ 87 －
－ 88 －
時　　　間 受　講　料
　　　　　　　　　　　   5時間以下 　　５，３００円
　5時間超え～10時間以下 　　６，３００
10時間超え～15時間以下 　　７，３００
15時間超え～20時間以下 　　８，３００
20時間超え～25時間以下 　　９，３００
25時間超え～30時間以下 　１０，３００
30時間超え～35時間以下 　１１，３００
35時間超え～40時間以下 　１２，３００
40時間超え～45時間以下 　１３，３００
45時間超え～50時間以下 　１４，３００
　　　（以下略）
　公　開　講　座　受　講　料　
富山大学における授業料その他の費用に関する規則(抜粋)
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めやす
入　門 これから会話をはじめる方。語学から長い間離れており，話すことも聴くことも自信がない方。
初　級 ゆっくり話せば簡単な会話が理解できる方。基本的な文法や，簡単な作文ができる方。
中　級 通常会話であれば要点を理解し，応答にもそれほど不自由しない方。表現力の不足があっても自己の意見を伝える語彙を備えている方。
上　級 聴くことも話すこともナチュラルスピードで対応でき，ディスカッションに参加できる力がある方。
外国語の公開講座 コースレベル選択の目安
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受講生
募集! つながる
ひろがる富山大学公開講座
平成25年度後期
○問合せ先　（講座が開講されるキャンパスにお問い合わせください）
【五福キャンパス】
社会貢献グループ　地域連携チーム
〒930-8555　富山市五福3190　　 
ＴＥＬ 076-445-6956 　FAX 076-445-6033
E-mail  lifelong@ctg.u-toyama.ac.jp
【高岡キャンパス】
芸術文化系支援グループ　総務・研究協力チーム
〒933-8588　高岡市二上町180 
ＴＥＬ 0766-25-9138　FAX 0766-25-9212
E-mail  shougai@adm.u-toyama.ac.jp 
富山大学地域連携推進機構 生涯学習部門
〒930-8555　富山市五福3190　TEL 076-445-6956　FAX 076-445-6033
http://www.life.u-toyama.ac.jp/　Ｅ-mail  lifelong@ctg.u-toyama.ac.jp 
富山大学公開講座 検 索
富山大学ホームページで講座の詳細を閲覧する
ことができます
【五福キャンパス】
講　　座　　名 開設期間 回 数（ 時 間 ）
受 講 料
（その他）
教
　　　
養
アンニョンハセヨ
韓国いろいろ語ろう（後期） 10/4 ～ 2/7
5回
（10時間）
6,300 円
音楽療法を暮らしに生かすために（２） 
－行動理論の視点から 10/5 ～ 12/21
7回 
（14時間）
7,300 円
とやま学－近世富山の史料を読む（後期） 10/7 ～ 1/27 9回 （13.5時間） 7,300 円
地方自治体の財政
ー経済学で読み解く実態とその課題ー 10/8 ～ 11/26
8回 
（12時間）
7,300 円
MBA 経営管理実践講座 10/16 ～ 12/18 10回 （30時間）
10,300 円 
（約 3,000 円）
テオフィル・ゴーティエの小説を
フランス語で読む 10/17 ～ 12/19
10回 
（15時間）
7,300 円 
（約 400 円）
磁性と超伝導 10/26 ～ 11/16 3回 （6時間） 6,300 円
小学校における児童の発達段階を踏ま
えた絵画指導のあり方　
～子どもの絵の見方やその指導と評価について～
11/7 ～ 12/12 6 回
（12時間）
7,300 円
（約 500 円）
語
　　学
中級フランス語６
（「イニシアル」クラス） 9/28 ～ 1/25
11回 
（22時間）
9,300 円 
（約 3,100 円）
中級フランス語４
（「コンヴェルサシヨン」クラス） 9/28 ～ 1/25
11回 
（22時間）
9,300 円 
（2,625 円）
初級フランス語４ 9/28 ～ 1/25 11回 （22時間）
9,300 円 
（2,625 円）
入門フランス語フランス文化２ 10/2 ～ 12/18 12回 （18時間）
8,300 円 
（2,625 円）
初級中国語会話（後期） 10/9 ～ 1/29 15回 （30時間）
10,300 円 
（2,200 円）
中国語講座（会話中心の中級クラス）（後期） 10/5 ～ 2/8 13回 （26時間）
10,300 円 
（2,100 円）
初級中国語（後期） 10/7 ～ 2/3 13回 （26時間）
10,300 円 
（2,200 円）
アンニョンハセヨ　韓国語中級２ 10/8 ～ 3/4 15回 （30時間）
10,300 円 
（約 3,300 円）
講　　座　　名 開設期間 回 数（ 時 間 ）
受 講 料
（その他）
語
　　学
アンニョンハセヨ　韓国語中級
ステップアップ２ 10/9 ～ 3/5
15回 
（30時間）
10,300 円 
（約 3,000 円）
アンニョンハセヨ　韓国語入門２ 10/19 ～ 3/8 15回 （30時間）
10,300 円 
（約 3,000 円）
アンニョンハセヨ　韓国語初級２ 10/21 ～ 3/10 15回 （30時間）
10,300 円 
（約 3,300 円）
体
　　験
ドイツ歌曲を歌おう！（その２） 10/5 ～ 2/1 8回 （16時間） 8,300 円
eBook（電子書籍）の作り方・出版の仕方 10/8 ～ 10/18 8回 （16時間）
8,300 円 
（2,520 円）
ヨーロッパ食文化を体験する 10/10 ～ 11/14 5回 （12.5時間）
7,300 円 
（約 7,000 円）
はじめてのワープロ＆表計算ソフト
－ Windows7 で Word&Excel2010
を利用してみよう－（後期）
10/15 ～ 11/13 10回 
（15時間）
7,300 円 
（1,850 円）
Let’s enjoy ！ オトナ☆ライフ（５）
～知的障害のある大人たちの「やって
みたい」をカタチに～
10/18 ～ 3/14 6回 
（12時間）
7,300 円
日本の文化－和菓子の魅力を探る 11/10 ～ 12/8 4回 （14時間）
7,300 円 
（2,700 円）
iPad で広がるあなたの IT ライフ 11/15 ～ 12/7 5回 （11.5時間） 7,300 円
正月用寄植盆栽作り 12/3 1回 （3時間）
5,300 円 
（約 5,500 円）
親子スキー教室 1/25 ～ 1/26 1泊2日 （14時間）
7,300 円 
（親子で約21,200円）
【高岡キャンパス】
講　　座　　名 開設期間 回 数（ 時 間 ）
受 講 料
（その他）
体　　験
テラコッタ頭像制作 10/3 ～ 11/28 9回 （18時間）
8,300 円 
（4,500 円）
テンペラ画 10/3 ～ 12/16 20回 （60時間）
16,300 円 
（約 15,000 円）
※公開講座のお申し込みは、講座開始の約1か月前からです。　詳細については、下記までお問い合わせください。
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学部 科目番号 授業科目名 担当教官 受講者計 受入可能人数教養 1 音楽 大谷　多賀子 1 5教養 2 はじめての経済学 垣田 直樹 3 3教養 3 物理の世界 前澤　宏一 1 5教養 5 哲学のすすめ 永井 龍男 2 5教養 8 はじめての経済学 唐渡 広志 1 3教養 12 美術 隅　敦 1 5教養 13 市民生活と法 立石 孝夫 1 10
教養 14 生命の世界 石井　博 1
講義室収容人数の範囲で可教養 16 日本文学 二村　文人 3 5教養 17 日本の歴史と社会 熊谷　隆之 2 制限なし教養 18 経済生活と法 伊藤 嘉規 2 5教養 23 市民生活と法 福井　修 2 10教養 29 経営資源のとらえ方 鈴木 基史 1 5教養 30 美術 鼓 みどり 2 5教養 34 国家と市民 秋葉 悦子 1 10教養 35 産業と経済を学ぶ 金 奉吉 1 5教養 36 地域の経済と社会・文化 鈴木 晃志郎 2 制限なし教養 38 英語Ｂ(3) 湯川　純幸 3 制限なし教養 40 地球と環境 竹内　章 1 若干名教養 42 中国語Ｂ(3) 応　広建 1 5教養 43 フランス語Ｂ(3) 近藤 壽良 3 10教養 46 環日本海 長谷部 宏一 1 5教養 48 総合科目特殊講義「万葉学」 坂本 信幸 3 10人文 1 哲学概論 永井　龍男 2 5人文 7 東洋思想史 末岡　宏 2 5人文 9 人間学演習Ⅰ 田畑　真美 4 3人文 12 言語学特殊講義D 樋野　幸男 2 5人文 13 言語学概論II 安藤　智子 1 5人文 16 日本史特殊講義 鈴木　景二 2 5人文 17 日本史概説Ⅱ 熊谷　隆之 5 5人文 18 古文書学実習 熊谷　隆之 3 5人文 20 考古学概論 髙橋　浩二 1 5人文 21 人文地理学実習１ 鈴木　晃志郎 1 4人文 23 比較文化講読 金子　幸代 1 若干名人文 25 日本文化講読 立川　健治 1 3人文 26 日本文化特殊講義 立川　健治 1 3人文 27 外国語演習（ロシア語） 青木　恭子 1 3人文 28 外国語演習（中国語） 末岡　宏 2 5人文 30 日本文学特殊講義 二村　文人 2 5人文 31 朝鮮語コミュニケーション（会話） 宋　有宰 3 5人文 32 朝鮮語コミュニケーション（会話） 宋　有宰 4 5人文 38 英米言語文化演習II 大工原　ちなみ 3 3人文 39 英米言語文化講読Ⅰ 恒川　正巳 3 3人文 44 ドイツ語コミュニケーション（会話）I（１） ヴォルフガング　ツォウベク 1 2人文 45 ドイツ語コミュニケーション（会話）Ⅱ（１） ヴォルフガング　ツォウベク 2 2人文 48 ドイツ語コミュニケーション（会話）Ⅱ（２） ヴォルフガング　ツォウベク 2 2人文 49 ドイツ語コミュニケーション（会話）I（２） ヴォルフガング　ツォウベク 1 2人文 50 フランス言語文化特殊講義 中島　淑恵 1 10人文 53 ロシア言語文化演習Ⅱ 中澤　敦夫 3 5人文 57 実践ロシア語演習Ⅲ カザケーヴィチ　ヴェチェスラフ 2 5人文 59 ロシア文化論 カザケーヴィチ　ヴェチェスラフ 1 5人間 1 児童心理学 姜　信善 1 3人間 2 カウンセリング 石津　憲一郎 1 3人間 4 心理統計学 小川　亮 1 3人間 5 精神保健 下田　芳幸 3 3人間 6 健康心理学 下田　芳幸 3 3人間 8 教育哲学 野平　慎二 1 3
平成25年度前学期　　オープン・クラス受講科目別集計
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学部 科目番号 授業科目名 担当教官 受講者計 受入可能人数人間 13 知的障害児の教育Ⅱ 阿部　美穂子 1 5人間 15 児童福祉論 西館　有沙 1 5人間 16 社会福祉概論Ⅱ 志賀　文哉 2 10人間 36 睡眠学 神川　康子 1 5人間 38 地域経済史 根岸　秀行 2 3人間 40 栄養学 藤本　孝子 1 3人間 41 国際政治学 佐藤　幸男 1 3人間 47 電脳社会論 黒田　卓 1 3人間 49 情報通信ネットワーク管理 高橋　純 1 3経済 1 ミクロ経済学Ⅰ 堂谷　昌孝 1 10経済 2 中国経済論 今村　弘子 2 5経済 8 経営学入門 水谷内　徹也 1 5経済 9 日本経済史 青地　正史 2 5経済 15 現代経済入門 大西　吉之 2 5経済 17 外国書講読Ⅰ 星野　富一 3 若干名理 12 複素解析学Ⅱ 阿部　幸隆 1 若干名理 24 量子力学Ⅰ 栗本　猛 1 5理 27 物性物理学Ｂ 石川　義和 1 5理 28 核・素粒子物理学Ｂ 栗本　猛 1 5理 44 基礎植物形態学 唐原　一郎 1 5理 48 基礎発生学 小松　美英子 1 5理 58 層序学 柏木　健司 1 若干名理 62 列島地質 大藤　茂 1 若干名理 64 海洋地質学 竹内　章 1 若干名工 25 画像処理工学 堀田　裕弘 1 5芸文 80 有機化学 阿部　仁 1 5芸文 15 観光英語 渡邉　康洋 2 若干名芸文 6 地域と文化 島添 貴美子 2 若干名芸文 19 異文化理解文献研究(中国語) 山田 眞一 2 若干名大学院 1 転換期における企業価値創造 鈴木 基史 20165合　　　　計
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学部 科目番号 授業科目名 担当教員 受講者計 受入可能人数教養 2 人間と倫理 澤田　哲生 1 10教養 5 現代と教育 林　衛　　松本　謙一 1 5教養 10 西洋の歴史と社会 大西　吉之 1 5教養 12 日本文学 金子　幸代 3 若干名教養 15 音楽 大谷　多賀子 1 5教養 17 日本国憲法 樋口　雄人 2 5教養 20 経済生活と法 高田　寛 2 20教養 27 地球と環境 鳥養　祐二 3 若干名教養 28 地球と環境 丸茂　克美 1 10教養 29 生命の世界 前川　清人 1 5教養 38 フランス語Ｂ（4） 近藤　壽良 4 10教養 42 中国語Ｂ（4） 応　広建 1 5教養 44 健康・スポーツ論 布村　忠弘 2 10教養 52 言語表現 坂　幸夫 1 5人文 5 哲学特殊講義 池田　真治 1 5人文 8 宗教思想 松崎　一平 1 制限なし人文 9 人間学演習Ⅰ 田畑　真美 4 5人文 12 言語学特殊講義E 樋野　幸男 2 5人文 16 日本史概説Ⅰ 鈴木　景二 1 5人文 17 日本史特殊講義 熊谷　隆之 4 5人文 18 古文書学実習 熊谷　隆之 2 5人文 20 西洋史講読 漆間　真由美 1 3人文 21 考古学特殊講義 高橋　浩二 1 3人文 24 国際関係論特殊講義 竹村　卓 1 5人文 26 比較文化概論 金子　幸代 1 3人文 27 比較文化演習 金子　幸代 1 2人文 30 日本の歴史と思想 立川　健治 3 5人文 35 日本文学特殊講義 二村　文人 1 5人文 37 （万葉集） 坂本　信幸　他 1 10人文 38 朝鮮語コミュニケーション（会話） 宋　有宰 2 3人文 39 朝鮮語コミュニケーション（会話） 宋　有宰 5 3人文 43 中国語コミュニケーション（会話） 夏　嵐 1 3人文 45 英米言語文化講読Ⅱ 大工原　ちなみ 1 3人文 47 英米言語文化特殊講義 恒川　正巳 1 4人文 48 英米言語文化演習Ⅱ 恒川　正巳 1 4人文 49 英語学講読Ⅱ 藤川　勝也 1 3人文 54 ドイツ語コミュニケーション（会話）Ⅰ（１） ヴォルフガング ツォウベク 1 3人文 57 ドイツ語コミュニケーション（作文）中級 ヴォルフガング ツォウベク 2 2人文 59 ドイツ語コミュニケーション（会話）Ⅰ（２） ヴォルフガング ツォウベク 2 3人文 61 ロシア言語文化演習Ⅱ 中澤　敦夫 4 5人文 66 実践ロシア語演習Ⅲ カザケーヴィチ ヴェチェスラフ 2 5人間 1 発達臨床心理学 下田　芳幸 5 3人間 2 心理学研究法 村上　宣寛 1 3人間 19 社会福祉概論Ⅰ 志賀　文哉 1 5人間 20 社会学 志賀　文哉 1 5人間 22 地域と健康 布村　忠弘　他 2 10人間 35 ヒトの動きの機能解剖学 鳥海　清司 1 3人間 37 地球表層変動学 椚座　圭太郎 1 3人間 44 生活環境デザイン 神川　康子 2 5経済 3 アジア経済論 王　大鵬 2 3経済 7 景気循環論 星野　富一 1 5経済 11 経済学入門 中村　和之 3 5経済 15 国際金融論 久保　彰宏 2 5経済 19 社会経済学概論 星野　富一 1 5経済 22 外国書講読Ⅱ 大坂　洋 3 3経済 27 政治経済学 小倉　利丸 1 5経済 29 財産法Ⅱ 橋口 賢一 1 5経済 35 外国書講読Ⅱ 新里　泰孝 1 若干名理 3 微分方程式論 吉田　範夫 1 若干名
平成25年度後学期　　オープン・クラス受講科目別集計
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学部 科目番号 授業科目名 担当教員 受講者計 受入可能人数理 19 物理数学Ａ 栗本　猛 1 5理 24 量子力学Ⅱ 兼村　晋哉 1 若干名理 26 核・素粒子物理学Ａ 兼村　晋哉 1 5理 42 基礎動物形態学 内山　実 1 3理 50 一般地質学 大藤　茂 1 若干名理 52 古生物学 柏木　健司 1 若干名理 53 岩石学 石﨑　泰男 1 若干名理 56 環境基礎生物学Ａ 中村　省吾 1 若干名理 57 環境基礎化学 波多　宣子 1 若干名芸文 4 イングリッシュ・コミュニケーション中級２ B.ウィルソン 4 若干名芸文 12 日本美術史Ａ 三宮　千佳 1 若干名芸文 15 デザインの世界 前田　一樹 1 若干名芸文 17 中国の言語と文化 山田　眞一 2 若干名芸文 18 抽象立体表現 中村　滝雄 1 若干名大学院 1 社会と数理～数理科学は役に立っているか～ 横山　一憲 11131合　　　　　計
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－ 101 －
 
１．アンケート集計から 
① 公開講座のジャンルごとにみると、語学講座に占める女性の割合は 75.7％に及んでいる。
男性受講者は、体験講座の受講者が最も多かった（34.8％）。開講時間、語学のジャンル、
レベル設定などがこのような差異を生み出しているものと思われる。 
② 公開講座の受講回数についてみると、リピーターが 64.8％と多く、「はじめて受講」が
32.3％にとどまっており、新規受講者の開拓が課題となっている。 
③ 学生参加の割合は 3.3％にとどまるが、学生・社会人の交流の場となっている。フラン
ス語講座でも「ボージョレ・ヌーボーパーティー」が開催されるなど、受講者と講師の
交流の場がうまれている。 
④ 学歴別でみると、短大・大学卒の割合が高く、男性では 73.9％、女性では 69.3％にの
ぼり、公開講座が学び直しとして利用されているといえる※。 
⑤ 経費上の問題もあり、本年度より新聞折込広告を取りやめるなど公開講座のＰＲ方法を
変更した。ＨＰや Facebook、メールマガジンなどの対応をおこなったが、公開講座の情
報把握に変化が生じている。昨年度まで、新聞で公開講座を知ったという受講者は 13.1％
だったところ、今年度は 2.4％に落ち込んでいる。ＰＲ方法の見直しが必要となっている。 
⑥ 公開講座の開講状況について、各担当講師に対するアンケート調査をおこなうことを検
討している。 
 
２．自由記述（抜粋） 
・ 受講料はもう少し安いと助かります。 
・ ロシア語を通年にして下さい。 
・ 駐車場の確保をお願いしたい。駐車場が不便。 
・ 以前の冊子でなくていいが、もう少し詳細な内容が記入されているといい。 
・ きちんと学べる場として、今後もこのような講座に参加したい。大学という場所で学べ
てうれしかった。 
・ 先生のお人柄が伝わってくる真摯な講座を受けることができ、充実した時間でした。 
・ 学習経験の少ない私にも丁寧に、わかりやすく説明していただき有難うございました。 
・ 他の人の作品を見ておもしろい講座だと思いました。作品に愛着を感じています。 
・ 専門的な内容にも少しふみ込みとても興味深かったです。 
・ 語学だけでなく、文化にもふれることのできる楽しい授業でした。 
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１．アンケート集計から 
・ 本学オープン・クラスについて、教養教育、（各学部の）専門教育に分類した場合、10-50
代は専門教育段階の受講が 93.5％と多く、60代以上は 71.9％であった。 
・ 受講生を世代的にみた場合、60 代以上が 75.0％と多く、これを性別でみると男性は
81.0％、女性は 62.2％を占めており、男性のシニア世代率が高い。 
・ 教養科目−専門科目受講では、学歴、年齢、性別による特段の差はみられなかった。同
様に、授業の「難易度」についても差はみられなかった。 
・ 難易度については、全体として 65.0％が「ちょうどよい」と回答している。受講の結果
「自分の成長を実感できた」という回答は、10-50 代（25.8％）よりも 60 代以上のシニ
ア世代に多くみられた（40.6％）。 
 
２． 教員側の意見・評価（自由記述より） 
・ Ｑ＆Ａの配布について、「いざというときに参考になった」など、好意的な声が多かっ
た。 
・ 「関心を持って受講される方は、学生に良い刺激となる」など、オープン・クラス受講
生への評価が高かった。具体的には、「社会人の人が積極的に授業の手伝いをされていた
姿（配布物をさっさと配ったり）が学生にとって刺激になっていたようです」「社会人の
目があると教員にも適度な緊張感が生まれてよかったです」などの評価があった。 
・ この他、「地域貢献の一環として、オープン・クラスは是非とも推進していただきたい
と思います･･････授業の一環として地域貢献が行われるオープン・クラスは、大学と共
に個々の教員にとっても貴重な機会かと思います」。 
 
３．受講生の感想（自由記述より） 
・ 「一つの物事を多面から眺める事の必要性を唱えられ、大変勉強になった。このような
教授が在籍される「富山大学」が益々好きになりました。感謝、感謝」、「単に文献を読
むだけでなく、その背後にある事項について懇切な説明・解説があり大変良かった」、「現
役の大学生と一緒に学ぶのは、ほど良い緊張感があって楽しく学べた」「こんなよいオー
プン講座を知らない人も多いのでは。メディアやちらし等を使ってＰＲすべき」との記
述があった。 
・ 「もう少しレベルが高くてもよい」など、現在受講している科目の「次なるステップ」
を求める声も多くある。 
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富山大学と富山県立小杉高等学校との高大連携事業 
 
 １、概要 本学と小杉高等学校との高大連携事業の一環として、「富山大学と小杉高等学校との高大連携事業に関する覚書」に基づき、教養教育科目のうちオープン・クラスとして開講している授業に小杉高等学校からの生徒を受け入れている。  修了した生徒には、小杉高校から卒業単位１単位が認定される。  
 
 ２、平成２５年度受講状況  (１)開講曜日・時間：前学期 月曜日・５限 
  (２)受講科目・受講者数 
  科目名 担当教員 受講者数 修了者数 
1 外国文学 吉田 泉(非常勤講師) 9 9 
2 生活の科学 
中嶋 芳雄(工学部) 
孫 珠熙(人間発達科学部) 3 3 
3 はじめての経済学 唐渡 広志(経済学部) 2 2 
合計 14 14 
 過去修了者数 ・２１年度  ６科目 １１名     ・２２年度  ４科目  ８名   ・２３年度  ６科目 １２名   ・２４年度  ２科目  ４名 
 
 ３、事後研修・発表会 日   時：平成２５年 ９月 ６日（月）１６時００分～ 場   所：小杉高等学校会議室 プログラム：１６：００～１６：０５ 開会の挨拶（小杉高校米谷校長） １６：０５～１７：００ 発表（富山大学受講生徒） １７：００～１７：１０ 講評（富山大学竹内部門長） １７：１０～１７：１５ 修了証書授与 １７：１５～１７：２０ 閉会の挨拶（小杉高校今井副校長） １７：２０ 終了・事務連絡 
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回 実　施　日 所属 講　師 タ　イ　ト　ル 参加人数
1  5月18日(土) 人間発達科学部 北村　潔和 ガーデニングや畑仕事で体力づくり 108
2  6月15日(土) 大学院医学薬学研究部(医学) 戸邉　一之 どうしてなかなかやせないの？－身近にできるメタボ・糖尿病対策－ 93
3  7月6日(土) 人文学部 次山　淳 発掘された古代の絵馬 55
4  8月3日(土) 大学院医学薬学研究部(薬学) 新田　淳美 脳の病気を知ろう－今、脳の病気の薬を創るために、こんな研究がされています！－ 125
5 9月7日(土) 芸術文化学部 堀江　秀夫 身近な資源(竹・厚物合板)を利用した日曜大工 51
6 11月16日(土) 大学院理工学研究部(工学) 田中　和幸 期待を集める再生可能エネルギー発電、増えて歓迎、課題は？ 61
7 12月14日(土) 大学院理工学研究部(理学) 山崎　裕治 富山が育む生物多様性の現状と課題 37
8  3月 1日(土) 経済学部 森嶋　秀紀 悪徳商法について知ろう－違法業者から家族を守るために－ 実施前
受講者数合計 530
平均受講者数 75.7
平成２５年度サテライト公開講座実施結果 平成26年2月現在
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【8】サテライト公開講座で希望する内容（抜粋）  □歴史(平安時代、戦国時代、城の歴史等) □織、染色関連 □世相を反映したもの □体に良い食事のとり方 □庭での野菜づくり。花づくり。 □青少年犯罪(再犯者)と地域社会 □携帯電話とフィルタリング・ルール □高齢者向き体力づくりなど実践的講座 □乳児～幼児の発達にどのように関わればよいか。 □日本と世界経済の動き・現状 □家族・地域社会での年相応の役割 □太平洋戦争に関する事 □放射能 □人口減少下の対応策 □脳卒中後のリハビリの最新情報 □高血圧について □ITを含む最新の科学技術の動向及びこれからの社会生活への影響 □現状における政治情勢などの解説 □大雨や洪水の原因について □インテリア □パーキンソン病 □スマホ等身近な端末について □各種発電の将来性と競争力、実用性等   【10】その他の意見・要望（抜粋）  ◆聞いていて楽しく、為になる時間でよかったです。 ◆大学の階段教室でやってほしい。 ◆今日のような公開講座は自分自身の考えをプラス思考にでき、自分の人生設計に役立ちました。 ◆85才ですが、花が好きでいろいろ育てていますので、お話の内容も分かり、楽しかったです。 ◆ 非常に分かりやすく、糖尿病・メタボの人にも役に立ったのではないか。 ◆先日 TBSTV で東京の色々な大学のオープンクラスの番組を見て、とても楽しそうでした。今からでも大学で学生さんと一緒に勉強できるのは興味があり、いろいろな分野の講義でした。 ◆大学へは行きづらいが、CiCは行きやすく助かる。内容もわかりやすく、神社へ行ったら見方が変わりそう。 ◆このような無料の講座はニーズがあると思います。もっと多くの人に知れ渡るようにお願いします。 ◆駅に近い会場で大助かりです。  ◆高齢のためなかなか出席出来ませんが、講演にいきたい気持ちは十分にあります。死ぬまで元気でおりたいとの願いです。 ◆身近な問題を学術的に教えていただくため、大変理解しやすい。先生の配布資料も講座を受ける上で役立っています。  
－ 110 －
－ 111 －
平成２５年度 北陸４大学連携まちなかセミナー実施状況 
 （富山大学） 
日  時 平成２５年１０月１２日（土）14：00～16：30  
会  場 富山駅前ＣｉＣビル３Ｆ学習室（富山市新富町 1-2-3） 
テ ー マ 脳・精神の病気って、どんなもの？ どうやって治すの？予防できるの？ 
講    演  
①「コミュニケーション障害：マウスの子育て研究からひもとく」  東田 陽博（金沢大学子どものこころの発達研究センター 特任教授）②「うつ病は予防できるか」 東間 正人（福井大学医学部 准教授） 
コーディネーター 新田 淳美（富山大学大学院医学薬学研究部（薬学） 教授） 
受講者数 １３７名（講師・関係者含む）：（昨年度６５名） 
 （福井大学） 
日  時 平成２５年１０月５日（土）  14：00～16：30 
会  場 福井大学アカデミーホール（福井市文京 3-9-1） 
テ ー マ 「大人から子供まで楽しめる音楽」 
講 演 １ 「歌の楽しみ ～時代・国・言葉・ジャンル？～」 千田 恭子（富山大学人間発達科学部 教授） 松本 清（富山大学人間発達科学部 教授） 
講 演 ２ 「学生がつくる音楽読み聴かせ『星の王子さま』」 浅井 暁子（金沢大学人間社会研究域学校教育系 准教授）他学生 
コーディネーター 淺原 雅浩（福井大学教育地域科学部 准教授） 
受講者数 ６９名（講師・関係者含む）：（昨年度 ４７名） 
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（金沢大学） 
日  時 平成２５年１１月１６日（土）１４：００～１６：３０ 
会  場 金沢大学サテライト・プラザ （金沢市西町３番丁１６番地 金沢市西町教育研修館内） 
テ ー マ 地域の魅力とまちづくり 
講 演 １ 「 地域づくりの最前線～ビジネス手法で地域課題解決!！～ 」 金岡省吾（ 富山大学地域連携推進機構 教授） 
講 演 ２ 「 まちづくりと支援者の関わり 」 田中志敬（ 福井大学教育地域科学部 助教） 
講 演 ３ 「 サービス発想のまちづくり 」 白肌邦生（ 北陸先端科学技術大学院大学知識科学研究科 准教授）
コーディネーター 横山壽一（ 金沢大学地域連携推進センター長 ） 
受講者数 ４７名（講師・関係者含む） 
 （北陸先端科学技術大学院大学） 
日  時 平成２５年１１月２４日（日）１４：００～１６：３０ 
会  場 金沢歌劇座 第３・４会議室（金沢市下本多町６－２７） 
テ ー マ 健康を支える環境と地域づくり 
講    演 １ 「健康を支える環境とこれからの地域づくり」 中村 裕之 氏（金沢大学医薬保健研究域医学系 教授） 
講    演 ２ 「人生のケアを創造する地域づくり」 立瀬 剛志 氏（富山大学地域連携推進機構 地域医療・保健支援部門副部門長） 
コーディネーター 中森 義輝 氏（北陸先端科学技術大学院大学知識科学研究科 教授）
受講者数 ２４名（講師・関係者含む）：（昨年度１６名） 
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講演のレベルは適切だった 講演を受けて満足している
⑤講演内容又は資料についてご意見がありましたらご記入下さい。
⑥脳・精神の病気に対する認識は変わりましたか？
6思わない3
○マウスの話は少しわかりにくいところもありました。うつ病は大変参考になり、わかりやすかったです。○うつ病の予防の資料がほしかった。○お話しがとて良く分かりやすかったです。○東間先生の講演はすごくわかりやすくて良かったです。○東間先生の資料があればメモしやすかった。○資料があれば、後日家庭での復習ができると思いますので、提供してほしかった。○事前申し込みがいらないから良かった。参加しやすい。マウスのコミュニケーション能力は、ポスターの演題と違うのでは？ポスターにも詳しい演目を書いてほしい。偉い先生が一般市民にお話ししてくれたのは感動した。○うつ病になる原因が食物にあることがわかりました。また運動もすることを進めたいです。○各講演に少なくとも要旨をつけていただきたい。会場をもっと大きな場所にしてほしい。音響不良、声われる。○映像画面上を示す指示棒の赤ライトが見えにくい。資料の文字が小さく読みづらい。○対人コミュニケーション障害の研究が進むことを願います。出産による不可逆的な変化で母親養育行動があるというのはちょっと疑問です。○うつ病のお話は大変よかったが、早口であったため、少しメモできないところがあった。運動の大切さをより詳細に講義していただけたらよりよかった。精神療法について、詳細に講義していただけたらよりよかった。うつ病の講座のレジメが配布されていればよりよかった。○東田先生の講義でコミュ障害自体の説明も聞きたかった。（対応や周りの関係についても）○わかりやすくて、ことばがはっきりしていて大変良かった。特にうつ病に関してのお話しは興味があり、すごく勉強になりました。○大変わかりやすく参考になった。うつ病の要因や治療法、予防など聴いてよかった。○後ろの席のため、画面の下の方が見えづらかった。食事と運動の大切さをあらためて大事だと思いました。○セミナー表題について、説明を期待していましたが、ちょっと違うかなと思いました。うつ病について早い進め方で、もう少しゆっくりであったらと思いました。○手元に資料があると非常にわかりやすかった。大勢いると白板の下部が見えなくなりますので、階段教室がベストですが。○ねずみの母親は自分で養育能力がありますが、自分の匂いや超音波を発して、父親にも養育能力を与えているということが分かりました。
思わない1 0  あまりそう思わない 0
そう思う 少しそう思う 無回答 そう思う 少しそう思う8
 あまりそう思わない
49 39 無回答42 46
深まった やや深まった あまり深まらなかった深まらなかった 無回答23 60 6 0 8
講演レベル
43%
48%
1%
8%
そう思う少しそう思うあまりそう思わない思わない無回答
講演満足度
6%
51%40%
3% そう思う
少しそう思う
あまりそう思わない思わない
無回答

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４.　今後，希望するテーマや関心のある分野がありましたらご記入ください
５.　その他，ご自由にご意見･ご感想お書きください
アンケート配布数 アンケート回答数 97128
○世相のゆくすえ○健康に関するテーマ○社会科学の分野の基本として（マルクス、レーニン、スミスの思想が現在どのように評価されているのか、ここ20～30年の社会の変化の中で説明してほしいと思います。）○漢方薬の効能について、副作用はあるか？○介護生活について○発達障害などの全般的なこと。○食物科学（食品が与える効能他）○コミュニケーション学○不眠症など眠りについて○格差問題とその対応策。○心の病を克服した体験者のお話し。（実体験の話の内容に真実味が深く、今後の人生の大きな参考となりうる。）例…うつ病、強迫性障害○化学物質過敏症、電磁波過敏症の原因や実態、問題点など。身内に患者がおり、日常生活に過大な問題が起こり困っているが、身の回りの人達にはほとんど知識も関心もない。日本の現状では、化学物質や電磁波がほぼ垂れ流しじょうたいであり、マスコミで報道されることもほとんどない。これからの子供、若い人の生活に大きな問題をはらんでいると思うので、多くの人々に知って欲しいと思います。○生活の参考になる様な講演。すぐに実践できる様なもの…○「政治（家）」のあるようを理想論でもよいので伺いたい。現況、現状にあまりに憤怒する事態が多く、自らが刷新したい。○原発○アルツハイマーとはどんな症状がでるのですか？○こどもの発達障害について。教育・子育てにおける諸問題（いじめ、虐待について、災害へのケア等、心理・精神的な面から）○都市計画道路：綾田北代線について(要望)
○大変満足できる内容でした。ありがとうございました。○食事や運動に注意を払って、バランスをとると、うつ病の予防につながると思いました。○こんな公開講座を受ける機会があってすごい幸せに思っております。今後の生活でいかしていきたいと考えていて、少しでも友人等に話してあげられたらなーと思います。○・うつ病についての講義は興味深く飽きずに聞けました。ノートがなかなかとれなかったので、退出時でも良いので資料配布があれば、家で改めて確認できるのでよいのではないかと思いました。・東田先生の講義は、コミュ障についても、もう少し詳しく聞きたかった。・東間先生の「認知行動療法」についても、掘り下げてもっと聞きたかった。(薬物療法他だけでなく)・初めて受講しましたが、大変興味深かったです。ありがとうございました。また機会があれば受講したいです。○ケーブルTV等で後日再放送を希望。(毎回、出席できない。広く有意義な講義をより多くの方に知っていただいた方がよい。)うつ病について知識が深まって良かった。○初めて参加しました。なかなか聞けないお話をうかがえてよかったです。ありがとうございました。○やっぱり運動とバランスのとれた食事が大切だとわかった。事前申し込みが必要だと病気になったらとか、用事ができたら、と心配になり申込みしにくいが、今回のようなのはありがたかった。○脳は、不思議な働きをすることがあり、まだまだ謎が多いですが、いろいろ研究で解明されてきているのだと思います。これからも研究を頑張ってほしいです。○これからも興味のあるテーマは参加したいと思います。場所は今の様に駅に近いシックが最適です。
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北陸地区国立大学連合協議会
平成25年度
講師平成25年
10月5日（土）
 14：00～16：30
 福井大学
 アカデミー ホール
 （福井市文京3－9－1）
 
会場
日時
会場
日時
会場
日時
コーディネーター
北陸4大学連携
まちなかセミナー
北陸発、知的探求の旅。北陸３県で実施しています。
大学とは何をするところでしょうか？教育、研究、それだけではありません。地域の皆さんの多様な生涯
学習ニーズに応えることも大学の大事な使命です。富山大学、金沢大学、福井大学、北陸先端科学技術大
学院大学共催で、「知」との出会いの場を提供しています。
福井
会場
福井大学
「大人から子供まで楽しめる音楽」
千田恭子
富山大学人間発達科学部　教授
松本　清
富山大学人間発達科学部　教授
「歌の楽しみ
　～時代・国・言葉・ジャンル？～」
浅井暁子
金沢大学人間社会研究域学校教育系　准教授
「学生がつくる読み聞かせ『星の王子さま』」
淺原雅浩
福井大学教育地域科学部　准教授
福井大学 地域貢献推進センター
〒910-8507  福井県福井市文京3-9-1
TEL：0776-27-8060　FAX：0776-27-8878
E-mail　koken@ad.u-fukui.ac.jp
お問合せ
お問合せ
お問合せ
平成25年
11月16日（土）
 14：00～16：30
 金沢大学
 サテライト・プラザ
 （金沢市西町三番丁16番地
  金沢市西町教育研修館内）
 
コーディネーター
石川
会場
金沢大学
「地域の魅力とまちづくり」
金岡省吾
富山大学地域連携推進機構　教授
「地域づくりの最前線
　～ビジネス手法で地域課題解決！！～」
田中志敬
福井大学教育地域科学部　助教
「まちづくりと支援者の関わり」
白肌邦生
北陸先端科学技術大学院大学
知識科学研究科　准教授
「サービス発想のまちづくり」
横山壽一
金沢大学地域連携推進センター　センター長
金沢大学 地域連携推進センター
〒920-1192　石川県金沢市角間町
TEL：076-264-5272～3　FAX：076-234-4045
E-mail　kaihou@adm.kanazawa-u.ac.jp
講師
講師
講師
平成25年
11月24日（日）
 14：00～16：30
金沢歌劇座
（金沢市下本多町６－２７）
 
コーディネーター
石川
会場
「健康を支える環境と地域づくり」
中村裕之
金沢大学医薬保健研究域医学系
環境生態医学・公衆衛生学教室　教授
「健康を支える環境と
　これからの地域づくり」
立瀬剛志
富山大学地域連携推進機構
地域医療・保健支援部門　副部門長
「人生のケアを創造する地域づくり」
中森義輝
北陸先端科学技術大学院大学
地域イノベーション教育研究センター　教授
北陸先端科学技術大学院大学　総務課総務係
〒923-1292　石川県能美市旭台1-1
TEL：0761-51-1042～4　FAX：0761-51-1088
E-mail　soumuka@jaist.ac.jp
北陸先端科学技術大学院大学
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おとなの学びをワークショップで語ろう！〜新しい公開講座を考える〜 概要 
 
 本ワークショップは、富山大学の公開講座・公開授業、富山市市民学習センター、富山
県民生涯学習カレッジなどで学んでい
る方々を対象に、「おとなの学び」につ
いて討議することを目的として開催し
た。討議の柱は、「今学んでいること」
と「今後こういう学びの場が欲しい」
の２つである。受講生の現状や思いを
理解することを目指した本ワークショ
ップでは、講演会形式をとらず、グル
ープに分かれての討議するという方法
を用いた。 
 
＜グループワークの発表会より＞ 
① 参加型の学びへ：現在、幅広く講座が展開されているが、他の学習者との交流が少ない
という問題が出された。受講生間、講座間、受講者−指導者間の交わりが求められる。同
じことは学習形態についても言え、「座学だけでなく参加型の学び」を求める声があった。 
② ステップアップ講座：学習者は、講座を受講した後ステップアップ版や学んだことを活
かす場を望んでいるものの、そうした機会は少なく、「その後のフォローもない」。単発
型の講座を見直し、より発展性のある学びの機会が求められている。 
③ ボランティアの重要性：参加者の中から、「ＯＢ会」の方々が講座のサポートをおこな
う例があげられた。上記①、②の課題解決の糸口にも見える。 
④ ＰＲ方法の工夫：電子メール、インターネットだけでは年配の方に情報が入ってこない
という意見があった。この点で講座のＰＲに紙媒体での情報提供の有効性が確認された。 
⑤ ワークショップの課題：主にファシリテータからの意見として、討議の時間が足りなか
ったことが指摘された。また、模造紙＋ポストイットを用いる方法は人数が多いワーク
ショップに向かない（反対側の席からは上下逆にしか見えないため）との指摘もあった。 
⑥ 「横のつながりが少ない」という状況において、本ワークショップはそれ自体が一定の
有効性を持つものであった。「また、こういう機会をつくって欲しい」「こういう生涯学
習者どうしの交流の場を開催して欲しい」とのご意見もいただき、「次なる段階」の協議
の場を提供することが求められている。 
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本ワークショップの目的は「新しい公開講座」について考えるということがあった。今
回は具体的なテーマや内容よりも、講座の運営方法の面を再考・見直すことに重心を置く
結果となった。「横のつながり」「ステップアップ」「ボランティアの活用」など、示唆的な
意見が数多くみられ、今後の運営方向に指針が与えられた。 
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主催：富山大学 地域連携推進機構生涯学習部門 
富山大学生涯学習部門では、公開講座、公開授業（オープン・クラス）を実施し、数多くの受
講生にご参加いただいているところです。 
 新たな市民の学習ニーズに応える公開講座を創造することを目的とした市民参加型ワークショ
ップを開催することになりました。 
 たくさんの皆さまのご参加をお待ちしております。 
 
市民一般  どなたでも参加できます。【定員５０名】 
平成２５年 １１月 ２日（土）10時00分〜12時 00分   (受付 9:30-10:00) 
富山県民会館３階３０４号室（特別会議室） 
      10月 23日(水)  
          
 
 
 
９:30～10:00   受付 
 10:00～10:10 開会あいさつ(地域連携推進機構生涯学習部門長 竹内 章) 
 10:10～10:15 趣旨説明 
 10:15～11:30 ワークショップ 
① 今の学びを語り合おう 
② こういう学びの場がほしい 
③ まとめ 
 11:30～11:45 発表 
 11:45～12:00 閉会あいさつ(学長 遠藤 俊郎) 
 
 
    
 
 
 
 
 
【後援】富山県教育委員会、富山市教育委員会、高岡市教育委員会
 おとなの学びを 
ワークショップで語ろう！ 
〜新しい公開講座を考える〜 
 
参加 
無料 
対象 
日時 
会場 
申込締切 
 
 富山大学地域連携推進機構生涯学習部門(社会貢献グループ地域連携チーム) 
 〒930-8555 富山市五福 3190   
TEL:076-445-6956   FAX:076-445-6033 Mail:lifelong@ctg.u-toyama.ac.jp 
プログラム 
申込み、問合せ先 
お申込みは、裏面の申込書を記入の上、直接持参、郵送、ＦＡＸまたは
Ｅメールにて下記へお申込みください。詳細は裏面をご覧ください。 
申込締切り後、参加者の方には案内を郵送します。 
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実　施　日 講　師 タ　イ　ト　ル 参加人数
1 平成25年6月30日(日) 磯部　祐子(富山大学 人文学部) 花開く江戸期富山の漢学世界　　　　　　　-学問と文学的遊戯と- 63
2 平成25年7月14日(日) 原口　志津子(富山県立大学) 絵解きと曼荼羅 75
3 平成25年7月28日(日) 呉羽　長(富山大学 人文学部) 『源氏物語』を読みとる一視点　　　　　　　-紫上の生に着目して- 60
4 平成25年8月4日(日) 吉田　泉(高岡法科大学） 川端康成-『掌の小説』の美と怪奇(その２) 85
283合        計
平成25年度高志の国文学館 文学講座　実施結果
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第１２期経営者大学＜カリキュラム＞    日時・講師 テーマ・学ぶポイント  第  １  講 
８月２４日(土)  
講師 金 奉吉氏 
富山大学 経済学部 教授  
「東アジア経済統合と日本企業」 
世界経済の中心は今やアジア太平洋地域に移りつつあり，また，通商政策と関連してもWTO体制から東アジアをハブとした自由貿易協定（FTA）の締結に足軸をシフトさせつつあります。日本も為替レートの変化,FTAのドミノ現象,少子高齢化など日本経済を取り巻く国内外経済環境の急変の中で，積極的なFTA/EPAの締結を通じて同地域の成長を取り込むことが，日本経済の再生にとって不可欠であると言えます。すなわち，日本としても，「21世紀のFTAモデル」と呼ばれるTPPを始め，RCEPT，日中韓FTAなど東アジア及びアジア太平洋地域における広域FTAに対する重層的な取り組みが極めて重要となります。 本講義では，まず，為替レートの動きや日中韓FTA，RCEPT，TPPなど日本を取り巻く地域貿易協定（RTA）の動きとその背景などの国際経済環境の変化を概観します。そして,日本のTPP参加問題について取り上げ，その意義と課題，日本の産業や企業への影響などについて韓国のケースと比較しながら考えてみたいと思います。 
 第  ２  講  
９月 ７日(土) 
講師 星野富一氏 富山大学 経済学部 教授 
「アベノミクスと日本経済の行方」 
アベノミクスは、大胆な金融緩和、機動的な財政政策、民間投資を喚起する成長戦略の「３本の矢」によって、デフレを伴う「失われた２０年」から日本経済を回復させようという第２次安倍内閣の意欲的な経済政策である。アベノミクスは円安への転換による輸出産業の業績改善と株価上昇による株式の含み益増大によって極めて順調なスタートを切ったかに見えた。しかし、それも束の間、国債から株式市場への資金シフトによる長期金利の急上昇と５月下旬の株価の急落によるミニ・バブルの崩壊によって、俄然、先行き不透明な経済情勢となってきた。 アベノミクスの核心となる成長戦略の具体的な内容は６月に公表されたので、それも見なければならないが、７月の参議院議員選挙も挟んで、政策の行方がどうなるのか、今後の推移を注目して行きたい。 
 第  ３  講 
９月１４日(土） 
講師 住吉太幹氏 富山大学 大学院医学薬学研究部 准教授 
「社員のメンタルヘルス」 
近年、「メンタルヘルス」という言葉を頻繁に耳にするようになりました。職場でも、「うつ病」「パニック障害」など、メンタルヘルスに関する問題を抱える社員が激増しています。 ひとたび、メンタルヘルスの問題が起こるとその影響は、本人だけでなく他の社員達の業務負担が増大し、また全体の士気低下につながるケースも珍しくありません。問題が拡大すると、会社の経営そのものを脅かすこともあります。 今回は、「メンタルヘルスの問題が生じにくい職場」をつくるため、精神疾患の基本的理解、早期の対応などについて、会社が出来ること・すべきことを考えたいと思います。 
 第  ４  講  
９月２１日(土) 
講師 内田康郎 氏 
富山大学 経済学部 教授 
「成長の方向、成長の方法」 
 第４講のテーマは「成長の戦略」です。特に、成長の「方向」と「方法」について考えたいと思います。というのは、せっかく素晴らしい人材や設備を備えた企業であっても、「どこに向かえば良いのか？」「どのように向かえば良いのか？」ということが明確に決まっていないと、すべての戦略にブレが生じてしまうのは言うまでもありません。そこで今回は、この「成長の方向と方法」について、身近な企業を事例として取り上げながら、じっくり考えてみたいと思います。 このテーマ、「明日の経営」にすぐに役立つわけではありませんが、「５年後の経営」には効いてきます！ 
 第  ５  講 
９月２８日(土) 
講師 内田康郎 氏 
富山大学 経済学部 教授 
「競 争 の 戦 略」 
 第５講は「競争の戦略」について学んでいきます。この競争の戦略、スポーツの世界で言うなら、「実戦でいかに最高のパフォーマンスを引き出すか」ということになるわけですが、スポーツとビジネスは全く質の異なるものでもあります。ビジネスでは、「目の前の相手と一緒に勝つ（Win-Win）」ということもあり得るからです。そこで、「そもそも企業にとって競争とはどんな意味を持つか？」、あるいは「どのような競争をすると意義深いか？」等について、身近なあの企業．．．．を事例に挙げて考えていきましょう。 このテーマも、「明日の経営」にすぐに役立つわけではありませんが、「５年後の経営」には効いてきます!!(くどいですが…)   
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「サンフォルテカレッジ＜講師派遣型＞」 
 公益財団法人富山県女性財団による、講師派遣事業。 
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の国
文学
館文
学講
座
H25.7
.28呉
羽　長
人文
学部
10弘
前市
教育
委員
会
平成
25年
度第
1回公
民館
関係
職員
研修
会
H25.6
.21藤
田　公
仁子
地域
連携
推進
機構
11金
沢大
学
社会
教育
主事
講習
H25.8
.1藤
田　公
仁子
地域
連携
推進
機構
12北
陸銀
行金
融公
金部
北陸
銀行
高岡
広小
路支
店親
睦会
主催
講演
会
H25.9
.10中
井　精
一
人文
学部
13太
田地
区セ
ンター
田近
東岳
のレリ
ーフの
修復
後藤
　敏伸
平田
　昌輝
芸術
文化
学部
14射
水市
生涯
学習
推進
協議
会
平成
25年
度射
水市
生涯
学習
推進
協議
会研
修会
H25.7
.25藤
田　公
仁子
地域
連携
推進
機構
15富
山地
方裁
判所
健康
管理
講習
会
H25.1
0～1
1月海
老原
　直邦
　
名誉
教授
(人文
)
16富
山市
商工
労働
部観
光振
興課
「富山
ファン
創出
おもて
なし事
業」ワ
ークシ
ョップ
H24.8
.22～
H25.1
学生
２名
人間
発達
科学
部
17国
際ソロ
プチミ
スト富
山
富山
ファン
認証
40周
年記
念祝
典
H26.1
1.7大
熊　敏
之
芸術
文化
学部
18富
山県
民生
涯学
習カレ
ッジ
高志
の国
文学
館専
門講
座「活
用実
践コー
ス」
H25.1
0.20
H25.1
2.15
藤田
　公仁
子
地域
連携
推進
機構
19石
川県
立生
涯学
習セ
ンター
平成
25年
度金
沢教
育事
務所
管内
・生涯
学習
研修
会
H25.1
1.7藤
田　公
仁子
地域
連携
推進
機構
20富
山県
民共
生セ
ンター
サンフ
ォルテ
サンフ
ォルテ
カレッ
ジ＜
講師
派遣
型＞
H26.2
.2藤
田　公
仁子
地域
連携
推進
機構
21公
益社
団法
人高
岡法
人会
女性
部会
公益
社団
法人
高岡
法人
会女
性部
会、青
年部
会第
24回
定時
総会
記念
講演
Ｈ26.
6大熊
　敏之
芸術
文化
学部
22南
砺市
教育
委員
会
子育
てボラ
ンティ
ア講座
(第1回
)
H26.2
.8松
本　謙
一
人間
発達
科学
部
23南
砺市
教育
委員
会
子育
てボラ
ンティ
ア講座
(第4回
)
H26.3
.15西
館　有
沙
人間
発達
科学
部
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No.
依頼
者
企画
名等
開催
日
紹介
者　　
　氏名
所属
学部
24北
陸銀
行金
融公
金部
北陸
銀行
新湊
支店
親睦
会「新
北会
」主催
講演
会
H26.1
.23内
田　康
郎
経済
学部
25富
山県
中小
企業
家同
友会
経営
者大
学　第
1回
H25.8
.24金
　奉吉
経済
学部
26富
山県
中小
企業
家同
友会
経営
者大
学　第
2回
H25.9
.7星
野　富
一
経済
学部
27富
山県
中小
企業
家同
友会
経営
者大
学　第
3回
H25.9
.14住
吉　太
幹
医学
部
28富
山県
中小
企業
家同
友会
経営
者大
学　第
4,5回
Ｈ25.
9.21
Ｈ25.
9.28
内田
　康郎
経済
学部
29魚
津市
社会
福祉
行議
会
地域
コミュ
ニケー
ション
講座
H26.2
月下
旬野
田　英
孝
人間
発達
科学
部
31南
砺市
教育
委員
会
南砺
市民
大学
緑の
里講
座
H26.5
.29齋
藤　清
二
保健
管理
センタ
ー
32南
砺市
教育
委員
会
南砺
市民
大学
緑の
里講
座
H26.8
.6稲
寺　秀
邦
医学
部
33南
砺市
教育
委員
会
南砺
市民
大学
緑の
里講
座
Ｈ26.
9.3
または
9.4
人間
発達
科学
部
34南
砺市
教育
委員
会
南砺
市民
大学
緑の
里講
座
H26.1
1.12
柏木
　健司
理学
部
35魚
津市
教育
委員
会
魚津
市学
校教
育審
議会
　委員
(会長
)
笹田
　茂樹
人間
発達
科学
部
生涯
学習
相談
一覧
平成
26年
2月2
8日現
在
No.
相談
者
件数
1受講
生、学
生
４件
2自治
体(社
会教
育施
設等
)
２件
3 企業
・NPO
２件
計　８
件
県内
外の
社会
教育
関係
機関
等との
連携
一覧
平成
26年
2月2
8日現
在
No.企
画名
等
主催
(連携
先)
開催
日
1さざ
なみ大
学講
座
津幡
町刈
安公
民館
H25.1
1.7講
演
地域
と共に
歩む
公民
館
2射水
市生
涯学
習推
進協
議会
研修
会
射水
市生
涯学
習推
進協
議会
H25.7
.25講
演
生涯
学習
を推進
するた
めに得
られる
もの
3金沢
教育
事務
所管
内・生
涯学
習研
修会
石川
県立
生涯
学習
センタ
ー
H25.5
.9講
演
定年
を迎え
た方の
生きが
いと公
民館
活動
の参
加
4ワー
カーズ
上映
会
ワーカ
ーズ
コープ
H25.6
.29ト
ークセ
ッショ
ン
生きる
こと　
はたら
くこと
　愛す
ること
5石川
県社
会教
育委
員研
究協
議会
石川
県社
会教
育委
員連
絡協
議会
H25.7
.24講
演
社会
教育
委員
の役
割・動
向に
ついて
6協働
のまち
づくり
講座
小矢
部市
H25.1
2.4講
演
ともに
学び
　とも
に進
める　
協働
のまち
づくり
7きの
こフォ
ーラム
ワーカ
ーズ
コープ
H25.1
1.2分
科会
コーデ
ィネー
タ 分ー
科会
「高齢
期に
おける
仕事
おこし
を考え
る」
8野々
市市
新市
立図
書館
・
市民
学習
センタ
ー検
討委
員会
野々
市市
教育
委員
会
――
―委
員委
嘱
野々
市市
新市
立図
書館
・市民
学習
センタ
ー検
討委
員会
内容
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公民館用広報ちらし 
お気軽にお問い合わせください！
【お問合せ先】
富山大学地域連携推進機構生涯学習部門
専任教員
藤田公仁子 TEL/FAX:076-445-6958
Mail:kunikof@ctg.u-toyama.ac.jp
仲嶺 政光 TEL:076-445-6959 FAX: 076-445-6033
Mail:nakamine@ctg.u-toyama.ac.jp
※不在の場合は、FAX・Mailにてご連絡いただくか、
生涯学習部門窓口(地域連携チーム076-445-6956)へご連絡ください。
富山大学は、公民館を応援します！
富山大学地域連携推進機構生涯学習部門では、生涯学習・大学開放に関する各種相談事業を行っています。
①公民館の事業・企画プログラムのご相談に応じます。②公民館事業へ富山大学の教員をご紹介します。③公民館の仕事へ携わる人々の研修に応じます。④地域で活躍するボランティア養成講座、研修会などに応じます。⑤地域・生活課題等に即したテーマのご相談に応じます。⑥ワークショップ、熟議、参加型講座のご相談に応じます。
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教育委員会用広報ちらし 
お気軽にお問い合わせください！
【お問合せ先】
富山大学地域連携推進機構生涯学習部門
専任教員
藤田公仁子 TEL/FAX:076-445-6958
Mail:kunikof@ctg.u-toyama.ac.jp
仲嶺 政光 TEL:076-445-6959 FAX: 076-445-6033
Mail:nakamine@ctg.u-toyama.ac.jp
※不在の場合は、FAX・Mailにてご連絡いただくか、
生涯学習部門窓口(地域連携チーム076-445-6956)へご連絡ください。
富山大学は、生涯学習を応援します！
富山大学地域連携推進機構生涯学習部門では、生涯学習・大学開放に関する各種相談事業を行っています。
①生涯学習の事業・企画プログラムのご相談に応じます。②生涯学習事業へ富山大学の教員をご紹介します。③自治体職員の研修（人材育成）に応じます。④地域で活躍するボランティア養成講座、研修会などに応じます。⑤地域・生活課題等に即したテーマのご相談に応じます。⑥ワークショップ、地域と連携した公開講座のご相談に応じます。
